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答えの無い問いを探していく。そんな時代だから目指す方位
を指し示すものが必要だ。そのようなものに私はなりたい。

「教科等横断的な視点で資質・能力の育成を目指すことが大切」と
聞きましたが、そもそも「教科等横断的な視点」とは何ですか？

１教科の１単元や１時間の授業のみで、必要な資質・能力（問題発見・解決能力、言語能力、
情報活用能力）を育成するのは難しいですよね。ですから教科の領域や枠にとらわれず、
必要に応じて学校の様々な活動を結びつけることで、学校として身に付けさせたい資質・
能力へアプローチするという考え方です。

(40)
小
５年生まで（１、２年生のと
き）に受けた授業では、各教
科などで学んだことを生かし
ながら、自分の考えをまとめ
る活動を行っていましたか

(40)
中

児童生徒質問紙調査からの分析

学校質問紙調査からの分析

当て
はまる

どちらかといえ
ば当てはまる

あまり当てはま
らない 当てはまらない

小学校 26.3％
(27.9)

44.5％
(44.3)

23.4％
(22.5)

5.6％
(5.2)

中学校 19.2％
(22.0)

44.0％
(45.4)

29.9％
(26.6)

6.8％
(5.9)

※表の数字は上段は県、下段は全国の学校の割合

(20)
小

児童（生徒）自ら学級やグ
ループで課題を設定し、その
解決に向けて話し合い、まと
め、表現するなどの学習活動
を学ぶ校内研修を行っていま
すか

(20)
中

よく
している

どちらかといえ
ば、している

あまり
していない

全く
していない

小学校 21.7％
(26.5)

57.8％
(57.1)

19.8％
(15.9)

0.4％
(0.4)

中学校 16.1％
(23.1)

54.7％
(55.5)

28.2％
(20.5)

0.8％
(0.8)

記述式の問題の平均正答率の低さと無解答率の高さが課題として挙げられています。
令和４年度の全国学力・学習状況調査の結果からは、

調べてみると・・・

今回の学力向上通信では、様々な教科での自分の考えをまとめる活動についての具体
的な取組や、先生方が教科等横断的な視点で授業改善を行うためにどのように準
備していけばよいかといった取組例から教科等横断的な取組について紹介していきます。

自校の児童生徒の
回答状況はどうで
したか？
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当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

児童生徒質問紙調査
の回答結果と平均正
答率をクロス集計す
ると、自分の考えを
まとめるなどの活動
を行っているほど平
均正答率は高くなる
傾向にあります。



【育成を目指す資質・能力を軸にしたプランニング】 ～言語能力の育成を例にして～

全職員で共通認識：自校で育成したい資質・能力
自分の考えを豊かに表現する力の育成（言語能力）

国語科では、通年で取り組んでいる
「言葉集め」の学習を生かして、自
分の考えを適切な言葉で豊かに表現
できるようにします。

理科の「季節と生き物」で気温と
動物の関係を調べた学習と関連付
けて千葉県に生息している動植物
を調べることにつなげます。

図画工作の作品を鑑賞するための評
価語彙の学習を活用します。千葉県
の自慢を豊かに表現したり、互いの
発表の良さを伝え合ったりします。

教科の壁を超えて、
PDCAサイクルを働か
せることが重要！！

総合的な学習の時間の「千葉県のじまんを発表しよう」と各教科の指導内容を関連付け
て、自分の考えを豊かに表現する力の育成に結び付けます。

自分の考えや思いを豊かに表現することに
ついて取り組んできたが、考えを持たせる
手立てについても指導が必要だ。

どの教科でも学習の目的を明確にして取り組むことで自分の考えに合う
語彙を選択しながら表現しようとする姿が見られてきました。

ステップ２：資質・能力の視点で実施状況の評価と授業改善を推進する

ステップ１：教科等横断的な視点で、各教科の年間指導計画をもとに相互の
関連付けや横断する手立てをプランニングする

ステップ３：教科等横断的な視点でのまとめと振り返りをする

上記のデザインフォーム
詳細は、こちらから見る
ことができます。

教科等横断的な取組を充実させていくためには、教科等の目標
の達成だけでなく、学級や学年、学校としての目指す姿の実現
に向けて「授業の在り方」を考えることが大切です。

小学校 教科等横断的デザインフォーム（例）

各教科間の
関係を捉える

【各教科の指導をどのようにつなげていくか】 ～学習の振り返りを例にして～

（例）振り返りシート等の作成

※学校として特に育成を目指したい
資質・能力について、全ての教科の
振り返りシートにも記載するなど
の工夫ができますね！

※その時間に学んだことを既習事項と
つなげて理解を深める、新たな疑問を
見つける、実生活に生かせるか等の
視点をもたせる等、各教科や教員間で
共通した振り返りの方法を用いて、
学校全体で支援に当たる。

※児童生徒が振り返りシートを見返すことで既習事項を振り返られるようにするなど、整理
することが大切です。（ＩＣＴを効果的に活用することも視野に入れてみましょう！）

①各教科で授業ごとの
振り返りを大切にする！

②振り返りの指導・支援は学校全体の
共通理解のもとで行うことが重要！


